
第４学年１組  道徳学習指導案 
     

平成 ２３年 １０月 １８日（火）第５校時 
在籍児童数 男子 20 名 女子 12 名 計 32 名 

                           指 導 者     教諭   
場   所   ４ 年 １ 組   教 室 

 
１ 主題名  よりよい学級に   ４－（４） 愛校心 
２ 資料名 「ハッピースマイル」 出典 埼玉県道徳教材資料集「みんななかよし」 
３ 主題設定の理由 
（１） ねらいとする道徳的価値について 

本主題は中学年の内容項目４－（４）「先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽しい学級を

つくろうとする態度を育てる」ことをねらいとしている。低学年では、４－（４）として「先生や学級に

人々を敬愛し、学級の生活を楽しくする」であり、低学年の「学級を楽しくする」という部分が、中学年

では「みんなで協力し合って楽しい学級をつくろうとする態度」に変わっている。中学年では、学校生活

をよいものにするため、より積極的に行動することを重視している。学校という集団生活の中で、自分の

役割と責任を自覚し、よりよい学級をつくっていこうと努力する児童の育成をめざすものである。高学年

では、「先生や学校の人々への敬愛を深め、みんなで協力し合いよりよい校風をつくる」として４－（６）

につながっていく。 
（２）児童の実態について 

    （※児童の実態は、ＨＰ上では消してあります。） 
 
 
事前アンケートの結果は以下の通りである。        ＜調査日 平成２３年９月２日＞ 
 

①あなたにとって、４年１組はどんなところですか。 

・楽しいところ…１３人・勉強するところ…１１人・仲良しの友達がいるところ…５人 
・明るいところ…２人 ・最高…１人  

②４年１組のよいところはどこだと思いますか。（複数回答） 

・友達がやさしい…１０人 ・仲良し…８人 ・助け合える…５人 ・元気…５人 ・明るい…２人  
・運動ができる…１人 ・外遊びをする…１人 ・心が一つ…１人 ・一緒に行動できる…１人 
・自分の意見が言える…１人 

③日直・給食当番などの当番活動をどう思いますか。 

・やることが好き…２６人・当番だからしかたない…６人・できるならやりたくない・きらい…０人 

④あなたは、他の人が当番活動をやりわすれていることに気づいたらどうしますか。 

○やってあげる…１０人 
【理由】・やった方がいい…４人 ・協力してあげる…２人 ・友達だから…２人 

・みんなが困るから…２人 
○声をかけて、その人に教える…２０人 

【理由】・その人が仕事をすべき…１２人 ・その人のため…４人 ・みんなが困るから…２人 
    ・自分のやることでない…１人 忘れていると思うから…１人  
○何もしない…２人 【理由】・その人の仕事だから…１人 ・そのうち気づくから…１人 

 
 
①「４年１組はどんなところ」の質問に対して、「楽しいところ」「勉強するところ」「仲良しの友達」な

ど意見が多く、４年１組という場を肯定的にとらえていることが分かる。①「４年１組のよいところ」の

質問に対しては、「友達がやさしい」、「仲良し」、「助け合える」などの意見が多く、児童は友達との関わり

検 印 
                       
 
 



を大切に考えているようである。②「当番活動」については、２６人（８０％）の児童が「やることが好

き」と答え、積極的に当番活動をしている様子がうかがえる。しかし、③「当番が忘れていることに…」

という質問に対しては、「声をかけてその人に教える」と答える児童が２０名（６２％）おり、自分の仕事

はきちんとするが、他の人の仕事まで行うことにはやや消極的であることが分かった。 
楽しい学校生活とは、学級内のみんなが当番活動や係活動などを協力し合い、時に不足なことは助け合

いながら行うことにより支えられている。児童自身が楽しい学校生活にするために、自分に何ができるか

自身で考え実践する機会とし、積極的な学校生活を営む姿勢や態度を養うことの大切さに気付かせていき

たい。 
（３）資料について 
 本資料は、主人公はるかの学級では「わたしもいい。みんなもいい。」という言葉を学級の合言葉として

いる。ある日給食当番が欠席し、昼休み配膳台が片づけられずに残ってしまう。はるかはそのことに気付

きながらも、昼休み遊びに行ってしまう。５時間目先生の言動によって、自分の行動を反省し、みんなで

配膳台を片づける。はるかは学級の合言葉の意味を実感するという内容である。 
自分のことしか考えられなかったはるかが自分を振り返り、学級はみんなで協力し助け合うことによっ

て楽しく生活できることに気づいていく。はるかの行動の迷いをじっくり考えさせ、よりよい学級づくり

を実現しようとする態度を育んでいきたい。 
  
４ 他の教育活動との関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 本時の学習  
 （１）ねらい 

先生や学校の人々を敬愛し、みんなで協力し合って楽しい学級をつくろうとする態度を育てる。 
 （２）展 開 

                       

段 階 学習活動・主な発問 予想される児童の反応 ・指導上の留意点 
☆評価 

時間 

導 

入 

気
づ
く 

１ 学級の様子を知る。 
 

・学級での出来事を想起す

る。 
・学級での出来事を想起

させ、資料への課題意

識を持たせる。 

３分 

事後指導 
（１０月 学級活動） 
・係の仕事を見直そう。 
（１２月 学級活動） 
・教室（学校）をきれいにし

よう。 
（２月 学級活動） 
・○○大会の計画を立てよう。 
 

道徳の時間 
（５月） 
資料名「さくらの木の下でみん

ながわらった。」 
先生や学校の人々を敬愛し、

みんなで協力し合って楽しい学

級をつくろうとする態度を育て

る。※１ 

（１０月） 
資料名「ハッピースマイル」 
※１と同じ 

（２月） 
資料名「かべに付けた手のあと」 
※１と同じ 

家庭との連携 
学級通信や学級懇談会で、学級として頑張って取り組んでいることや児童の様子などを知らせ、学級

の様子を家庭にも理解してもらう。 

事前指導 
（４月 学級活動） 
・学級会の活動計画を立てよう。 
・司会グループを作ろう。 
・学級のめあてを決めよう。 
（５月 学級活動） 
・運動会の学級対抗種目を練習

しよう。 
（６月 学級活動） 
・学級の歌を作ろう。 
（９月 学級活動） 
・学級の旗を作ろう。 



展 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

開 

と 

ら 

え 

る 

２ 資料「ハッピースマ

イル」の話を知る。 
・条件・情況を知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・教師の判読を聞く。 
３ 話題の整理と確認を

する。 
・主人公はるかの気持

ちや行動で気になっ

たところを発表する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・みんなで話し合いたい

ところに線を引かせ、

発表させる。 
・児童の発表をもとに、

話し合いの柱を決め

る。 
☆主人公の気持ちを考え

てみたいと思えたか。 

場面絵 
短冊 
７分 

深 
 

 
 
 

め 
 
 

 
 

る 

４ はるかの気持ちを中

心に話し合う。 
（１）片づけられていな

いままの配膳台を気

にしながらも遊びに

いってしまったはる

かは、どんな気持ち

だったのでしょう。 
 
（２）「それでいいのか

な。」という先生の言

葉にどうしていいか

分からず、うつむい

てしまったはるかは

どんなことを考えて

いたのでしょう。 
 
 

 
・早く外で遊びたい。 
・だれかが片づけるだろう。 
・私の仕事でない。 
・片づけていると、昼休みの

時間が減ってしまう。 
・みんなから遅れてしまう。 
 
 
【片づける】 
・係りが休みなので、代わり

にやればよかった。 
・当番だから、やればよかっ

た。 
・気づいていたのに、遊びに

行ってしまって、いけなか

ったな。 
・片づければこんなことにな

らなかった。 
【片づけなくてよい】 
・他のだれかが片づければよ

かった。 
・私は、自分の仕事をやった

からやらなくていい。 
 
 
・出した人が片づければよ

い。 
・自分の仕事でない。 
 
 

・はるかが、自分の当番

の仕事をきちんと行っ

ていることを押さえ

る。 
・全員で遊ぶ日だったの

で、配膳台が残ってい

たことに気づきながら

も、遊びに行ってしま

うはるかの気持ちに共

感させる。 
・「それでいいのかな。」

という先生の言葉をキ

ーワードに、児童自身

への問いかけにしてい

く。 
・配膳台を片づけるべき

か、しなくてもよいの

ではという２つの考え

に触れ、はるかの迷い

をじっくり話し合わせ

たい。 
 
・２つの考えを併せ持つ

はるかの心情を、心の

円盤で表現させる。 
 
☆はるかの迷う心情を捉

えることができたか 
 

場面絵 
心の円盤 
２５分 

【登場人物】  主人公：はるか   相方：青木先生 
【条件・情況】 
 学級の合言葉 ハッピースマイル「わたしもいい。みんなもいい。」 
四月、笑顔でいられるようにとみんなで決めたが、二学期をすぎた最近は、笑顔も少

なくなってきてしまう。 
はるかは給食当番。配膳台係が欠席し、昼休み配膳台が片づけられずに残ってしま

う。はるかはそのことに気づきながらも、昼休み遊びに行ってしまう。 



深 
 

め 
 

る 

（３）はるかはどんな気

持ちから、思わず席

を立って「私が片づ

けます。」と言いなが

ら、配膳台に向かっ

て走ったのでしょ

う。 
 
（４）片づけが終わった

時、はるかはどんな

気持ちになったでし

ょうか。 
 

・自分の学級のことだから、

私がでやります。 
・片づけると気持ちがいいか

ら、片づけます。 
・他のクラスの先生が行うこ

とでないから、片づけます。 
 
 
・一緒に片づけることができ

てよかった。 
・一緒に片づけると気持ちが

いい。 
・みんなでやってよかった。 
・ハッピースマイルになっ

た。 
・みんなで協力できてよかっ

た。 
 
 
 
 

・迷っていたはるかが、

思わず席を立って片づ

けるという行動を選ん

だわけを考える。 
・はるかの行動によって

他の人も、片づけに集

まる様子を捉える。 
 
・みんなで協力し活動す

ることで、学級みんな

が笑顔になることを押

さえる。 
 
・「協力」「助け合い」と

いう言葉を導いていき

たい。 
 
☆学級はみんなで協力し

できることを助け合う

ことによって、よりよ

い場になることを捉え

ることができたか。 

 
 
 

み 

つ 

め 

る 

５ 学級のために自分に

できることを考える。 
・友達が勉強が分からなくて

困っていたら、やり方を教

えてあげるよ。 
・日直など当番活動が大変な

時は手伝ってあげるよ。 
・掃除を一緒に協力して行

う。 
 

・自分は何ができるか考

えることによって、よ

りよい学級にしようと

する意欲を高める。 
 
 
☆よりよい学級にするた

めに自分ができること

を意欲的に考えること

ができたか。 
 

５分 
ワークシ

ート 

終 
 

末 
あ 

た 

た 

め 

る 

６ 教師の説話を聞く。 
 
 
 
 

 ・校長先生の説話を聞き

楽しいクラス作りへの

意欲付けを図る。 
 
 

５分 

 
６ 評価の観点 

・はるかの迷う心情を捉えることができたか。【発言・観察】 
・よりよい学級にするために、自分ができることを意欲的に考えることができたか。 

【発言・プリント】 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
【板書計画】 
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